
2011年度研究部会活動記録

部会主任名 渡会勝義 現代政治経済研究所

研究課題：生産と分配の経済思想史研究：その比較経済思想史の観点からの研究
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部会研究会：以下の報告とそれらをめぐる討論を行った。

第1報告：「Ｅ．ケアンズのアイルランド問題論ー土地所有権問題を中心にー」

リュウ・シン（早稲田大学経済学研究科博士課程）

第2報告：「テューネンの孤立国における自然賃金」

水野忠尚（早稲田大学経済学研究科博士課程）

部会研究会：以下のプログラムで国際コンファレンスを行った。

Third Conference: Population, Poverty and Welfare in the History of

Economic Thought: with an international comparison

12 September 2011 at Waseda University, Tokyo

The programme

9:30 Registration

9:55 Opening speech by Ktasuyoshi Watarai (Waseda University)

10:00-11:00 John Barton and his Considerations on the Poor Laws by JoeIshii( Kanto

Gakuin University)

11:00-12:00 A dance teacher for paralytic people? Pauperism and the birth of Christian

political economyin 19th century France by Gilbert Faccarello(University of Paris 2)

12:00-13:30 Break for Lunch

13:30-14:30 Pigou’s Wealth and Welfare in the Making: Poor Law Reformand Unemployment

Problem by Ryo Hongo (Hirosaki Gakuin University)

14:30-15:30 The Webbs and Swedish Welfare State: from “nationalefficiency “ to

Rehn-Meidner Model by Taku Eriguchi (Seinan Gakuin University)

15:30-16:00 Coffee Break

16:00-17:00 Harriet Martineau, Nassau Senior and Poor Law Reform byJohn Vint

(Manchester Metropolitan University)

17:00-17:20 Concluding Remarks by Katsuyoshi Watarai(Waseda University)

部会研究会：以下の報告とそれをめぐる討論を行った。

テーマ：若森 みどり『カール・ポランニー：市場社会・民主主義・人間の自由』合評会

発表者：若森 みどり（首都大学東京・社会科学研究科・准教授）



来 年 度 の

活動計画

５月６日(日)に第１回の部会研究会として国際コンファレンスを開催する。6月に今年度第

２回の研究会を行う。9月に第３回の研究会を行い、2013年3月には外国研究者を5－6名招聘

し第４回部会研究会として国際コンファレンスを開催する予定である（招聘費用は科学研究

費による）。現在予定している研究会は以上であるが、ほかにも随時研究会を開催する。本

部会参加者はそれぞれ研究を進め、論文を執筆し、本研究部会及び学会で発表する。


